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１．はじめに 
 近年、河川流域の健全な水循環系の構築が大きな課題となっている。そのためには、流域スケールで生起

している水循環の定量的把握が必要であり、その一手段として定数分布型流出解析モデルの開発が進められ

ている。しかし、そのモデル構築に必要なデジタル情報は、十分に整備されているとはいえない状況である。

とくに洪水時における早い中間流出の特性に大きく影響する土壌厚さの情報は、山地においてはほとんど未

整備の状態である。本研究は、流出解析モデルでの利用を目的として、衛星データと現在整備されている地

理情報を用いて土壌厚さの推定を試みたものである。 
２．対象流域と利用したデータの概要 
 本研究の対象流域は、栃木県の北部に位置する那珂川水系箒川の塩原ダム上流域、面積 119.5km2 である。

流域は標高約 400ｍから約 1800ｍの急峻な山地地域で、火山性の地形を呈している。 

利用した情報は、２時期の Landsat 画像、国土数値情報（1/10 細分土地利用）、数値地図データ（50m 標高

メッシュ）である。Landsat 画像は、流域スケールの最新の植生分布をとらえることを目的として用いた。

対象流域は広葉樹林と植林された針葉樹林を主体とする地域であるため、夏季と秋季の２時期の Landsat 画

像を用い、植生の細分を行った。衛星データの補足情報として、国土数値情報の 1/10 細分土地利用（100m

メッシュ）データと１／５万現存植生図を用いた。また、地形情報として、数値地図データの 50m 標高メッ

シュを用いて、100m 四方の傾斜区分および斜面形状区分を作成した。 

３．研究方法 
 本研究では、土壌厚さには地形と植生が大きく影響していると考えた。まず、デジタル標高モデル（DEM）

から地形形状と傾斜区分を、Landsat 画像と土地利用情報、現存植生図から植生区分データを作成した。土

壌厚さを推定する方法は、これらの地理情報（地形形状、傾斜区分、植生区分）と土壌厚さとの関係につい 

表－１ 地形形状、傾斜区分及び植生区分の組み合わせによる土壌厚さの相対評価表 
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ての既存の研究に基づいて、表－１に示すような

相対的な評価点を設定した。地理情報は、100m メ

ッシュを最小単位とするデータとして整備し、表

－１の評価点に基づいて相対的な土壌厚さの分布

情報を作成した。ここで作成した評価結果と現地

での貫入計による測定値に基づいた計算値との相

関関係から、結果の妥当性を検証した。 

４．研究結果 

4.1 衛星データ及び地理情報解析 

塩原ダム流域の地勢は図－１に示す。前出の表

－１に示した相対評価点をつけた結果は、図－２

に示すとおりである。 
4.2 地理情報による土壌厚さの相対評価結果と

貫入計による計算値との関係 

 現地調査は、土壌の固さの変化から土壌厚さを

関係式で求める方法で測定し、流域内の 36 箇所に

ついてのデータを得た。ここで必要としている早

い中間流出に寄与する土壌層とは、A,B,C 層に対

応するものと考えられるが、ここでは簡易貫入試

験器の先端コーンを 10cm 貫入させるのに要する

打撃回数（Nc 値）が 20 以下の層と考えた。 

 地形および植生の組み合わせによる土壌厚さの

相対評価結果と、貫入計の測定結果から計算式に

よって求めた値との関係は、図－３に示すとおり

である。貫入試験は同一地点で３点行っており、

図－３は同一地点での平均土壌厚さ（計算値）と

地理情報との相対評価結果との相関関係を表した

ものである。地形によってばらつきはあるが、高

い相関関係が認められた。 

５．おわりに 
 本研究は、流出解析モデルでの利用を目的とし

て、衛星データと現在整備されている地理情報を

用いて土壌厚さの推定を試みたものである。 
 今後は、この結果を水文流出モデルに当てはめ

た場合の妥当性を検証する必要があると考える。 
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図－３ GIS による土壌厚さ評価と貫入計による 

調査結果（平均値）の関係 

図－２ 地形区分と傾斜区分の組み合わせによる 
土壌厚さの相対評価点分布図 

図－１ 箒川水系塩原ダム流域の地勢 
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